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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向を踏まえ、平成１９年１１月８日の中間決算発表時に公表した平成２０年３月期（平成

１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日）の業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

 
１．当期の業績予想数値の修正（平成１９年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日） 

  ①連結業績                                 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 

前  回  発  表  予  想（Ａ） 
百万円 

６１，８００  
百万円 

２，２００  
百万円 

２，４００  
百万円 

１，３３０  
円  銭 

４０ ３７  

今  回  修  正  予  想（Ｂ） ６１，８００ １，７６０ １，９５０ １，１３０  ３４ ３１ 

増   減   額  （Ｂ－Ａ） － △４４０ △４５０ △２００  △６  ６ 

増    減     率  （％） － △２０．０ △１８．８ △１５．０  △１５．０ 

ご参考 
前期実績（平成 19 年 3 月期） ６１，０１５ 

 

1２，３３３ 

 

1２，６３０ 

 

1１，８５６  

円  銭

５６ ３２ 

                                  

  ②個別業績                                 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 

前  回  発  表  予  想（Ａ） 
百万円 

５５，０００  
百万円 

１，２４０  
百万円 

１，６１０  
百万円 
９７０  

円  銭 
２９ ４４  

今  回  修  正  予  想（Ｂ） ５５，０００ ８００ １，１４０ ７７０  ２３ ３８ 

増   減   額  （Ｂ－Ａ） － △４４０ △４７０ △２００  △６  ６ 

増    減     率  （％） － △３５．５ △２９．２ △２０．６  △２０．６ 

ご参考 
前期実績（平成 19 年 3 月期）  ５４，０３６  １，２３２  １，５２４ 

 

 １，２６２  

円  銭

  ３８ ３１ 



 

２．修正の理由 

（１）個別業績 

 個別業績につきましては、売上高はほぼ公表数値とおりであります。しかしながら、食品部門やバイオ

部門の飼料関係の主要原料であります糖類、油脂、大豆油等の植物油、乳製品やとうもろこし等の穀物は、

世界的な需要の増加に伴う需給逼迫により高騰いたしました。しかも一部穀物相場におきましては需給関

係以外に投機資金の流入等により、高値を更新するなど、総じて過去にない高水準で推移いたしました。

同様に原油価格も高騰を続け、エネルギー費や包装資材費等のコスト負担も一層多くなり、大変に厳しい

状況が続いております。 

当社では、価格改定や更なる生産性の向上とコストダウンを進めるなど、コスト吸収施策を進めてまい

りましたが、充分には吸収できませんでした。 

また、バイオ部門の実験動物関連や研究支援事業等のラボラトリーアニマルサイエンス事業は、医薬品

業界の再編に伴う研究開発施設の統合や、外資系製薬企業の研究部門の日本からの撤退、国公立大学の法

人化による科学研究費補助金の見直し等の影響を受け、市場環境は大変厳しい状況にあり、売上が低迷し

収益圧迫要因となりました。 

以上のような要因から、営業利益、経常利益、当期純利益の通期業績予想を修正いたしました。 

 

（２）連結業績 

連結業績につきましては、売上高はほぼ公表数値とおりでありますが、営業利益、経常利益や当期純利

益につきましては、主として個別業績の落込みにより通期業績予想を修正いたしました。 

 

※上記業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


